
３　千葉市の現状と課題
【アンケートから見える現状と課題】

頁 アンケート結果 結果から見えた現状と課題
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文化芸術の裾野を広げるため、身近に文化芸術に
触れる機会を提供し、まずは気軽にイベントに参
加・体験してもらうことに取り組む必要がある。
　　　　　　　　　　　　↓

　A　気軽に文化芸術を楽しむこと
ができる身近な催しの充実

千葉市民は「子供からの文化芸術体験の充実」に
より「心豊かに成長する」ことを期待し、施策と
して重要であると考えていることから、若者・子
どもの文化芸術体験促進に取り組む必要がある。
　　　　　　　　　　↓

　E　若者・子どもの文化芸術体験
の充実

世代により情報ツールとする媒体が異なることか
ら、催事の目指す年齢帯に沿った広報方法を強化
する必要がある。
　　　　　　　　　　　↓

　C　必要な人に必要なものを効
率よく伝える広報の充実

若者・大人に共通して「文化的なまち」のイメー
ジは「歴史・伝統文化が受け継がれているまちで
あった。
一般に「文化的なまち」の言葉のイメージには
「歴史」「文化財」「世界遺産」などが想像され
るための回答結果と推察されるが、千葉市の地域
資源を掘り起しをしていくことは重要である。
　　　　　　　　　　↓

　D　歴史の中の文化的要素の発
掘・活用
　　地域資源の発掘・活用

催しに参加することで気軽に文化芸術に触れ合
い、文化芸術体験を用いた人との交流ができる機
会をつくっていく必要がある。
　　　　　　　　　　↓

　B　文化芸術体験の共有を基にし
た交流の場つくり

【問１７】「千葉市に特に力を入れてほしいこと」 

 「気軽に文化芸術に親しむことができる身近な催しの充実」が47.1％で突出して1位である。                                             

【問１５】「『文化的なまち』という言葉からどのようなまちをイメージするか」 

 「お祭りやイベントなどが盛んで多くの人が集まるまち」が２位。 

自由記載における文意別要望（２９９件） 

 「イベントに対する要望」が一番多く（112件）、うち「気軽な・身近なイベント」を望む件数は約５0％を占めた。 

【問９－１】「今後、千葉市の文化振興はどうあるべきか」 

 「市民が気軽に文化芸術に親しむことができる身近な催しの充実」が２位である。                                               

【問８－１と８－２】「市民参加を図る取り組みの実施」 

 ２０団体中１４団体が「行っている」と回答し、取り組み上位は「発表会」「ワークショップ」である。 

【問９】「『文化的なまち』という言葉からどのようなまちをイメージするか」 

 「お祭りやイベントが盛んで多くの人が集まるまち」が２位 

【問10】現在文化芸術活動を行っている人に対して質問「活動をするうえで望むこと」 

 「同じ趣味を持つ人と交流を図りたい」が１位、「気軽に見てもらえる発表の場が欲しい」が２位、少し数字が離れて「教

えてもらう場が欲しい」が３位の順。 

【問１６】「文化芸術が充実することにより期待する効果」 

 「地域に住む人々が生きる楽しみを見いだせる」が１位、「地域に住む人々の交流や社会参加が盛んになる」が３位である。 
 

【問９】「『文化的なまち』という言葉からどのようなまちをイメージするか」 

「お祭りやイベントが盛んで多くの人が集まるまち」が２位 
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【問１６】「文化芸術が充実することにより期待する効果」→「子どもが心豊かに成長する」が２位（１位と僅差） 

【問１７】「千葉市に特に力を入れてほしいこと」→「子どもたちの文化芸術体験の充実」が３位 

自由記載では２９９件中、「子ども・若者」対するイベントの要望等５２件 

【問９－１】「今後、千葉市の文化振興はどうあるべきか」→「子供たちの文化芸術体験の充実」が３位。 
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市民意識調査 

【問１３】「千葉市の文化芸術に関するイベント情報について力を入れてほしい」広報手段 

 「市政だより」「市ホームページの充実・特設ホームページの作成」「ポスター・ちらし」「イベント情報誌の発刊」の順。 

 年齢別に見た場合、２０～５０歳は、希望する広報手段の上位３位に電子媒体が含まれているが、６０歳以上は紙

媒体に固まっている。 

自由記載では、文意別内容分類では、約２０％がPRの充実を望むまたは不足についてであった。 

広報内容別には「イベント関係」に次いで同位で「全体的に」「地域資源および千葉らしさ」の順。 

【問７】「趣味に関する情報の入手先」に関する回答 

 突出して１位は「インターネット」、２位と３位は僅差で「テレビ」「SNS」と続く。 

   学年別には 中学生   ：インターネット→テレビ→SNS 

         高校・大学生：インターネット→SNS→テレビ 
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市民意識調査 

【問１５】「『文化的なまち』という言葉からどのようなまちをイメージするか」 

 「歴史があり伝統文化が受け継がれているまち」が５８．１％。 

若者意識調査 

【問９】「『文化的なまち』という言葉からどのようなまちをイメージするか」 

 「歴史があり伝統文化が受け継がれているまち」が６２．４％。 
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